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日本労働年鑑
本年鑑５つの特徴

❶その年に起きた社会・労働分野の変化や問題、
課題を正確に記録、解説。
「特集」と「5つの基本テーマ」で構成、収録。
❷特に重要なテーマについては、「特集」でさらに
深く詳しく解説。

❸政治・経済・経営・社会保障などの視点からも論述。
❹理解が深まる豊富な図表とグラフ。
❺社会全体の動きやポイントになる出来事を
　６つの分野に分けて「年表」で巻末に収録。

序　章　 政治・経済の動向と労働問題の焦点
≪特集１≫　最低賃金の水準と位置づけの変化

≪特集２≫　教育労働者の労働問題
                   ――日本の公立学校教員を対象として

第１部　労働経済と労働者生活
第２部　経営労務と労使関係
第３部　労働組合の組織と運動
第４部　労働組合と政治・社会運動
第５部　労働・社会政策
≪付録≫　労働組合の現状 ／労働組合名簿／統計・事項索引／年表

本体15,000円+税
A5判・上製・512頁
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旬報社

２０１６年版

第８６集

『日本労働年鑑』は、日本の社会、政治、社会政策
の現在と過去の変容に関心のある人にとって貴重な
情報源となります。過去50年で、おそらく今日ほど労
働問題とそこから派生する経済、教育、社会福祉、社
会運動の諸分野の課題が多くの人々の関心を呼んで
いる時期はありません。私がこれらの問題について調
べるとき、バランスのとれた詳しい情報源として最初に
参照するのは『日本労働年鑑』です。

ハーバード大学歴史学部教授（日本近現代史、労働史）

アンドルー・ゴードン
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【特集】地球温暖化と熱中症の予防

◆地球温暖化の影響と緩和と適応 ……………本田　靖
◆熱中症の発生機序と熱中症リスクの予防対策
……………………………………堀江正知・川波祥子

◆WBGT指標による高温職場の作業時間管理
…………………………………………………近藤充輔

◆学校における暑熱環境の改善と快適な学習環境確保
への工夫………………………………………伊藤武彦

◆製造職場における夏期体調不良予防対策…小関知佳
◆メガソーラー工事における熱中症対策 ……藤原尚彦
◆職場の暑さ対策のすすめ方の視点と実際 …田中通洋

◆労研アーカイブを読む・29
　労働科学への旅　26）………………………毛利一平
◆凡夫の安全衛生記・７………………………福成雄三
◆にっぽん仕事唄考・43
　炭鉱仕事が生んだ唄たち　その43）………前田和男
◆報告：シンポ・自治体消防の発展と働く消防職員　
の展望を描く…………………………………田立　理
◆報告：労働衛生国際協力研究会第35回研究会
◆織という表現・4 …………………………阿久津光子
◆口絵：CSRがつなぐ地域社会と中小企業・40
　さいたま市CSRチャレンジ企業認証企業
…………………………………………株式会社ＫＭＡ
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